
作成したケースを用い
て、継続参加者がワー
クショップを運営した。

ケースメソッドワークショップ実習

SDLP参加者４名が、ケースメソッド型SDを自大学の人材育成研修等として企画・実施する予定である（２０１８年３月に１大学で実施済：参加者１５名）
２０１８年８月開催のSPODにおいて１講座開講予定である。

金沢大学における大学の自律的な改善活動を実現する
ＦＤ／ＳＤを牽引する研修担当人材育成の実践

上畠洋佑 松村典彦 杉森公一（金沢大学）

複数大学が連携して実施することが効果的・効率的な教育上の取組や学生支援に関し、複数大学が共同で利用するための
拠点を整備・運営する場合の文部科学大臣認定制度

「教育関係共同利用拠点」制度とは

2017年度実施

2017年度実施

SDLP （Staff Development Leader Program）FDAL （Faculty Development of Active Learning）

金沢大学国際基幹教育院高等教育開発・支援部門は、大学の職員の組織的な研修等の実施機関（１５機関）の一つ
「教育改善・大学の組織開発を支える研修人材育成拠点」として２０１７年８月１６日に文部科学大臣から認定された。

サイエンススキルプログラム

ケースメソッド体験

1st half デイタイム型研修

ケースライティングプログラム

2nd half 合宿型研修

組織デザインと組織埋め込みスキル学習

科学的思考で自大学SDを
企画・設計できるスキルを
獲得する目的で実施。

ケースメソッドを体験的に学
習し、ケースメソッド型SDに
ついて理解する目的で実施。

２０１７年１２月１６日（土）

参加者数 １１名

ケースの書き方について理解し、
ケースを書けるようなる目的で実施。

３名の参加者が研修
終了後にケース作成
に取組に取り組んだ。

授業／研修バックワードデザイン

２０１８年２月３日（土）
参加者数 ３２名

（SDLP１４名、FDAL１８名）
FDAL参加者は日帰り。

２０１８年２月４日（日）
参加者数 １４名

SDLP・FDAL共同で実施した。
（FDAL参加者はこのプログラムのみ）

企画したSDプログラムを各大
学で実現できるスキルを獲得
する目的で実施。

拠点事業実践の波及効果


